
堀議員の「自治体ライドシェアの在り方について」のうち

「事業者による市内循環バスの利用状況について」のご質問

からお答えいたします。 

市内を循環する生活路線のうち、みはらし団地を経由する 

舟岡方面は１日５便、平均乗車人数は６.２人、関内小学校

を経由する関内方面は１日３便、平均乗車人数は３.４人と

なっております。また、上稀府から伊達紋別駅の区間を周回

する生活路線は１日６便、平均乗車人数は４.３人となって

おります。 

次に「愛のりタクシーの利用実績について」でありますが、

令和６年度における利用登録者数は１，７８５人、利用人数

は延べ１万１千６６人となっております。 

次に「大滝区・有珠地区における実証運行の利用状況につ

いて」でありますが、大滝区においてＮＰＯ法人が運行して

いる公共ライドシェアの、令和６年度の 利用人数は ６人と

伺っております。また、有珠地区において実証運行を行って

いる互助輸送につきましては、令和７年１２月１日から令和

８年２月２５日までの運行期間中の利用人数は、延べ７２人

となっております。 

次に「公共交通の在り方と将来構想について」であります

が、令和４年に策定した「伊達市地域公共交通計画」の基本

目標に基づき、効率的かつ効果的な公共交通網を構築するた

めライドシェア導入に係る支援を進めてきたところであり、

今後も各事業者と協力して事業の継続を図るとともに、公共

交通を補完する地域住民による 互助輸送についても第３の

ライドシェアとして確立させ、交通空白地の解消に努めて参

ります。 

次に「空き地、空き家対策について」のうち「空き地、空

き家の数について」でありますが、令和４年度の空き家等 実

態調査において空き家と判断した建物は、９７６棟となって

おります。なお、空き地の数につきましては、把握しており



ません。 

次に「空き地、空き家の所有者の実態調査の進捗率につい

て」でありますが、令和２年度に実施した空き家活用意向調

査に当たっては、６９９棟の空き家所有者に調査票を送付し

た結果、回答数は３６５件、回答率は５２．２パーセントと

なっております。 

次に「現在の空き地、空き家への具体的政策について」で

ありますが、空き家の取得費用や除却費用の一部補助、ＮＰ

Ｏ法人住まいの相談西いぶりとの連携協定締結、市内空き家

情報のホームページ掲載を行っております。また、空き地、

空き家に係る共通対応として、苦情のあった物件につきまし

ては、適正な管理を依頼するため都度、所有者を調査してお

ります。 


